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1.は じめに

1.1.研 究の背景

　 学力保 障の観 点か ら,世 界 中で評価 の重要性 が増 し

てい る。 その流 れ を受 けて,わ が国に も 「目標 に準拠

した評価 」が導入 された。 学習指導要領 に示 された 目

標 に準拠 した評価規 準が示 され,そ れ を基に学力を評

価す ることになった。 しか し,必 ず しも十分に実施 さ

れてい るとは限 らない。 特に高等学校 でその傾 向がみ

られ る。その一因 として,「 基準」が示 されていない こ

とが指摘 でき る。観 点 ごとに,具 体的は到 達 レベル を

学校 ごとに設 定す ることになってい るが,そ の認識 す

ら稀 薄であ ることが多い。

　 その よ うな実情 を背景 として,全 国の学校 で,具 体

的な到達 目標 を 「Can-Doリ ス ト」の形で作成す るこ と

になった。 そのため,研 修会 の開催 な ど各地で対応 策

が取 られてい るが,作 成 され た リス トに も問題 点がみ

られ る。 もっ とも多いのは,学 校 ごとに生徒 の実態 に

応 じた ものを作成す べ きであ るが,業 者 の ものや海 外

で作成 された ものを使 ってい ることである。その場合,

学習指導要領や 国が示 してい る評価 規準に沿って作成

され ていない とい う問題 を含 んでい る。

1.2.研 究の 目的

　 本研究 では 当校英 語科 でのCan-Doリ ス ト作 りの作

成 手順 を示 す ことで,各 高等学校 での高等学校 学習指

導要領(以 下学習指導要領)に 基づいたCan-Doリ ス ト

作 りの一助 とな ることを目的 としてい る。

　既 に リス トを作成 し,活 用 されてい る高等学校 があ

る一方で,作 成 を始 めたばか りの高等学校 もあ る。既

に作成 されたCan-Doリ ス トの中には海外 で作 られ た

リス トを参 考に しただ けの ものや,独 自の評価 項 目を

設 定 して作成 した ものな どもあ り,学 習指導要領 か ら

逸脱 してい るこ とが窺 える。また,公 表 されてい る リ

ス トを見ただ けで は,「何 を もとに」,「どの よ うに作成

してい るのか」がわか りにくい。

　本研究では 「何 をも とに」 を明 らか にす る。 さ らに

「どの よ うに作成す るのか」 に関 して も,4技 能の う

ちの 「書 くこと」 を例 に リス ト作成の手順 を提示す る

こ とで,こ れか らリス トを作成す る場合の参考 とな る

もの を示す。

1.3.Can-Doリ ス ト作成の必要性

　 Can-Doリ ス トは生徒 が身 につ ける能 力 を各学校 が

明確化 し,指 導 と評価の改善 に活用す るた めにある。

各学校のカ リキュラムや生徒の実態 を踏ま えた上で,

育成 したい能力や生徒像,学 習指導要領 に基づいた指

導 と評価の方法 を教員が共有す る体制 を構築す るこ と

にある。

1.4.Can-Doリ ス ト作成の リソース

　文部科学省 初等 中等教育局が示す 『各 中 ・高等学校

の外国語教育 にお ける 「Can-Do」 の形での学習 目標設

定のた めの手引 き』(以 下 『手引 き』)に 明記 されてい

るよ うに,Can-Doリ ス ト」は学習指導要領 に従 って作

成 され な くて は な らない。海 外 の歴 史 と実績 の あ る

Can-Doリ ス トを参考 に学校現 場の実情 に合 うよ うに

手 を加 える前 に,学 習指導要領 で は どの よ うな能力育

成 を 目指 してい るのか を読み取 る必要が ある。

　本研究では,学 習指導要領が 「どの よ うな能力育成

を 目指すのか」 を明 らか に し,Can-Doリ ス ト設定の

手順 を示 してい く。
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2.Can-Doリ ス ト作成の手順

2.1.リ ス トの種 類の確認事 項

　 高等学校 では学習指導要領 に従って,「コ ミュニケー

シ ョン英語1」 をは じめ,い くつ かの科 目があ る。

Can-Doリ ス トは,各 校 の教育課程で決 め られている英

語 の科 目を通 じて設 定す る。

　観 点別学習状況 の評価 における 「外 国語表現の能力」

と 「外 国語理解 の能力」についてCan-Doリ ス トを設 定

す る。 学習 指導要領 ではその 「解説 」が示 してい るよ

うに複数 の科 目があって も4つ の領域 の技能について

説 明が され てい る。従 って,Can-Doリ ス トも 「読む こ

と」,「聞 くこと」,「話す こと」,「書 くこと」の4種 類

を作成 しな くてはな らない。

　 また,リ ス トの 「能力記述 文」は 「あま り細か くす

ると年 間指 導計 画等 との関連 づけが難 しくな る。 細か

な数値 的 目安を含 め るよ りも,学 習指導要領 で示 され

てい る各科 目の内容 におけ る表 現の程度 に してお く。」

と 『手引き』には示 され てい る。

2.2.リ ス トの内容の設定

　 「○○ができ る」 とい う一つ一つの記述や レベル は

各学校 の生徒 実態に応 じて設 定す るのであ るが,こ の

記述 を作ってい く際の規 準にな るものが必要 とな る。

この規準を明 らかにす ることで,「 ○○ がで きる」とい

う達成 目標 を設 定 し,記 述 してい くことができ る。

　 次にその規 準を設 定す るための手順 を示す。 なお,

リス トの記述文設 定のための行程 と区別 す るために,

この規準設定の行程 を仮 に 「作業」 と呼ぶ ことにす る。

2.3.作 業

2.3.1.短 冊の作成

　本研 究は 『高等学校 学習指導要領解説 』の うち,当

校 の教育課程 にある 「コ ミュニケーシ ョン英語」と 「英

語表 現」を基に規 準を作 ることに した。

　 まず,『 学習指導要領解説』 に記述 されている文言の

中で 「評価 できるもの」,す なわち点数 をつ ける ことが

で きるものを短 冊に書 き出す(写 真 参照)。

　 さらに 「理解 」(領 域),「 読む こと」(技 能)な ど分

類 をして一覧表化す る(表5)。

　例 えば,『 指導要領解説』の 「コミュニケーシ ョン英

語1」 の説 明に 「情報や 考えな どを的確 に理解 す る」

とい う記述 があ る。 これ は領域 としては 「外 国語理解

の能力」で あ り,「技能」 としては 「読む こと」 と 「聞

くこと」であ る。

2.3.2.短 冊 の 分 類

　 2.3.1.で 作 成 し た 短 冊 を 「技 能 」別 に 並 べ る。

従 って 「コミュニケー シ ョン英語1」 と 「コ ミュニケー

シ ョン英語H」 にある 「理解」,「読む こ と」,「情報や

考 えな どを的確 に理解す る」が同 じグループ に入 るの

で ある(表3)。

2.3.3.短 冊の絞 り込み

　 「技能」 ごとに科 目を超 えて集ま った短冊 をその内

容 ごとに3～5程 度の大 きなカテ ゴ リー にま とめる。

2.3.4.各 技能に おけるカテ ゴ リーの設定

　本研究では,「 書 くこ と」 についてのCan-Doリ ス ト

を作 るので あるが,2.3.2.の 作業でま とめたカ

テ ゴ リーは,「言語 」,「文章構成」,「論理展 開」で ある。

これ を表4の よ うに整理 して仮Can-Doリ ス トとす る。

　 このカテ ゴ リー を全 国で共通 の もの としてCan-Do

リス トの設定 を行 うこ とを本研 究で提案す る。共通の

規準の もとに各校が リス トを作れ ば,「できる こと」の

大小 は学校 に よって違 って も,全 国 で同 じ方 向に 向

か って指導 してい るこ とにな る。

2.4.レ ベルの設定 と内容の設定(表4)

　表4の 網掛 けの部分が各校で取 り組むべ きところで

ある。即 ち,各 カテ ゴ リー規準 にお ける レベル ごとの

Can-Doを 設定 して記述す るので ある。

　 この研究で は レベル を3段 階 としたが,学 校 によっ

て は5～6段 階 に した方が生徒の指導 に有益 と考 える

ところもあろ う。 レベル について は学年進行 に従 って

行 うところが一般的で ある。最高 レベル を どう設定す

るか によって下位 の レベルの 内容が見 えて くる。

2.4.1.試 行テス ト

　 「書 くこ と」について,高1～ 高3の 生徒120名 に同

じ課題 を与 えて作文 をさせた。作文の課題 は,卒 業時

点で,図 表か ら読み取 るこ とがで きる客観的事実 を取

り入れなが ら意見 を論 じることがで きるこ とを想定 し

て作成 した。

2.3.2.レ ベルの設定 と記述文の設定

　次 に生徒が書いた もの を,学 年別 にカテ ゴ リー ご と

に書 けてい るものか らグループ分 け し,そ れぞれ どの

よ うな特徴が あるのか を分析 した。その特徴 を基 に,

それぞれの レベル にお ける 「○○がで きる」 とい う設

定 を行 う。例 えば,高1で は 「綴 りや構文の間違いが

目立つ」で ある とか,あ ま りで きてい ない作文(高1

～高3を 通 じて)で は 「綴 りや構文の間違 いが 目立つ」,

「読み手が努力 しない と書いて あるこ とが読み取れな

い」な どの特徴が あった。
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　そ うした特徴 を もとに レベル と記述 文を設 定 してい

く。レベル1の 能力 としては,た だ し,「間違いが多い」

特徴 を もとに,多 少 の間違いがあって も相 手に伝 えた

い ことが理解 され ることをその達成 目標 とす る。記 述

文の表現 としては,「 できるよ うになる」とい う書 き方

をす る。本研 究では レベ ル1の 記述 文 として 「読み手

に概ね伝わ る文 を書 くことがで きる。」 と言 うものを設

定 した。 なお,レ ベ ルについては3.2.1.で 説 明

す る。

3.Can-Doリ ス トと解 説

3.1.Can-Doの 設 定

　 2.3.4.の 作 業 と2.4.1.の 試 行 テ ス トで

で き た レベ ル と 内 容 を 表5の よ うに し た も の が 「書 く

こ と 」 のCan-Doリ ス ト設 定 直 前 の 状 態 で あ る。

3　 2.今 回作 成の リス トの解 説

表5に ついての解説 は以下の通 りであ る。

3.2.1.レ ベルが示す能力

　 レベル3が 高等学校 卒業時に達成 で きてい る 目標 で

あ る。 また,レ ベル1は 高校1年 生終了日寺に達成 でき

てい る 目標 とな る。

3.2.2.カ テ ゴ リー

「言語 」

　 「書 くこと」におけ る表現に必要な語 句や構 文等,

文法に関す る部 分であ る。 学習指導要領 にあ るよ うに

「相 手に正確 に」伝 えるためには語 句や構 文が綴 りも

含 めて正 しく書かれ ていなけれ ばな らない。 『手引き』

において も文法的な要素を リス トに入れ ることを否 定

していない。

「文章構成 」

　パ ラグ ラフ内の文 と文 との関係 が 「読 み手」にわか

りや す く伝 わ るよ うに書けてい るかを 目標 とす る。接

続詞 等が正 しく使 える,文 の流 れがわか り易い順 に書

け ることが 目標 であ る。

「論 理展開」

　 パ ラグ ラフ間の関係 が,テ ーマ とな る主張や情報 を

伝 えるために効果 的なつなが りを持 つ よ うに書け るこ

とが 目標 とな る。

3.2.3.各 記 述 の 解 説

規準
≡≧　　　 言五
「コ　　　　　 ロロ

レベ ノレ

□読み 手 に効果 的 に伝 わ る文 を書 くこ とが でき

る 。

Leve13 (解説)

語句や構文等 にほ とん ど誤 りがない。また,様 々

な構 文を 自在 に使 うこ とができる。

□読 み手に明確 に伝 わ る文 を書 くことがで きる。

(解説)
Leve12

語 句や構 文の間違いが少 なく,読 み手 に伝 わ り

やす い英 文が書 ける。

□読 み手に概 ね伝 わ る文を書 くことがで きる。

(解説)
Level　 1

語 句や構 文に誤 りが 目立つが,読 み手 が多少 の

推測 を交 えれ ば理解 できる英文 が書ける。

規準
文章構成

レベ ノレ

□段 落間のつなが りを明確 に した文章 を書 くこ と

が で き る。

□説明や描写が相手に効果的に伝わるように工夫

Level　 3 しなが ら書 くことができ る。

(解説)

接続詞や 具体例 な どを正 しく用い て,伝 えたい

こ と効果 的に伝 えるよ うに書 けている。

□個 々の文のつなが りを明確 に して段落 を構成 す

る こ とが で き る。

Level　 2 (解説)

殺 落の中で一つ一つの英文のつ なが りがわかる

よ うに書 け て い る。

□主題 に関連 した英文で構成 した,内 容 的にま と

ま りのある文章を書 くことができ る。

Level　 1
(解説)

テーマ に沿 って伝 える内容 が書 けている。

規準
論理展開

レベ ノレ

□書 く 目的や 書 く相手 に応 じて書 く ことがで き

る 。

Level　 3 □与 えられたテーマ について,客 観的事実を基 に,

自分 な りの価値 基準で分析 し,説 得力 のある文

章 を書 くことができる。
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(解説)

書 く相 手を想定 して英文 が書け る。 また,客 観

的 なデー タや 反論 も考察 しなが ら自分の主 張を書

く こ とが で き る。

□与 え られ たテーマ につ いて,自 分の価値基準 で

分析 し,自 分な りの結論や意 見を書 くことがで

き る。

□議論 の論 点 と意見 の根拠 を明確 に書 くこ とがで

Level　 2
き る。

(解説)

自分 が伝 えたい ことにつ いて 自分な りの具体例

な どを挙 げなが ら書 くことがで きる。

□事実 について解 説 した り,情 報 を伝 えるこ とが

で き る。

□情報 の順 序(時 系列 な ど)を 変 えるなど して,

読み手 に分 か り易 い文 章を書ける。
Level　 1

(解説)

伝 える内容 は書 けてい る。 内容に よって は時間

軸や 出来 事の順番 に沿 うだけではな く,書 き方 に

工夫 をす ることがで きる。

3.3.検 証テス トとその分析

　今 回のテス トは,で きあが ったCan-Doリ ス トが当校

の生徒 の実態に合 った ものであ るかを検 証す ることが

目的であった。 各校 の現場ではい くつかのテス トを実

施 して評価 を し,そ の評価 を もとに指導す る。 高等学

校 の英語 学習の1年 目後半に当た る1年 生 と卒業段 階

に当た る3年 生を対象に検証テス トの分析 を行 う。

　 ここでは,最 終的 なCan-Doリ ス トに沿 うよ りも,そ

の手前の表5に 沿って説 明す る方がわか りや すいだろ

う。 なお,%は その学年 におけ る記述 文の能力を達成

してい る生徒 の割合 であ る。

「言語 」

　 1年 生は レベル1「 読 み手に効果 的に伝 わ る文を書

くことができ る。」部 分は100%達 成 で きていたが,そ

れ以上の レベル には達 していなかった。2年 生は レベ

ル2「 読み手に明確 に伝 わ る文を書 くことができ る。」

が37.0%,レ ベル3「 読み手に効果 的に伝 わ る文を書

くことができる。」が14.0%で あ り,学 年が上がるにつ

れて向上 してい くことがわか る。

「文章構成 」

　 1年 生 はレベル1「 主題 に関連 した英文で構成 した,

内容 的にま とま りのあ る文章 を書 くことができ る。」は

84.2%が 達成 できていた。 また,レ ベル2「 個々の文

のつ なが りを明確 に して段 落 を構成 す る こ とがで き

る。」が21.1%,レ ベル3「 説明や描写が相手 に効果的

に伝 わ るよ うに工夫 しなが ら書 くこ とがで きる。」が

5.3%と,レ ベル3の もの もあった。

　 これ に対 し,3年 生 は レベル2「 個 々の文のつなが

りを 明確 に して段 落 を構 成 す る こ とが で き る。」 が

14.0%で,そ れ以上 はなか った。 レベル2で1年 生が

3年 生 よ りも多 く達成 してい る理 由は,1年 生が 「英

語表現1」 において1学 期の段階か ら 「書 く」訓練 に

積極的 に取 り組んだ結果 によるもの と考 え られ る。

「論理展開」

　 1年 生 は レベル2「 与 え られたテーマ について 自分

の価値基準で分析 し,自 分な りの結論や意見 を書 くこ

とがで きる。」が94.7%,レ ベル3「 与 え られたテーマ

について客観的事実 を基 に 自分な りの価値基準で分析

し,説 得力 のある文 章を書 くことができる。」が31.6%

に達 してい る。 これ も 「文章構成」 と同様 に,1年 生

が履修 してい る科 目での学習の成果 と考 え られ る。3

年生は レベル3「 与 え られたテーマ について,観 的事

実 を基 に自分な りの価値基準で分析 し,説 得力の ある

文章 を書 くことがで きる。」が55.6%と なってお り,3

年生では 自分の主張 に対す る反論 も考察 して展開す る

こ とがで きてい る。

　以上 の こ とか ら今 回のCan-Doリ ス トが生徒 の実態

を踏ま えた もの に近い もので ある と言 える。

4.今 後の課題

　新教育課程の 「コ ミュニケー シ ョン英語」,「英語表

現」での指導にあわせてCan-Doリ ス トを改善 していか

な ければな らない。

5.お わ りに

　 Can-Doリ ス トは各学校で作成 し,活 用 していかなけ

れ ばな らない もので ある。本研 究が リス ト作 りに苦慮

してい る現場の先生方の参考 になれば幸いで ある。
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表1　 英 語 科Can-Do　 List(書 く こ と)

日

聾
8
鼠
越

〉

牙

碧8

q

Grade

Level　 1

Level　 2

Level　 3

Can-Do

□読み手に概ね伝わる文を書くことができる。

□主題に関連 した英文で構成 した,内 容的にまとま りのある文章を書くことが

　できる。

□事実について解説 した り,情 報を伝 えることができる。

□情報の順序(時 系列など)を 変えるなどして,読 み手に分か り易い文章を書

　くことができる。

□読み手に明確に伝わる文を書くことができる。

□個々の文のつなが りを明確にして段落を構成することができる。

□与えられたテーマについて自分の価値基準で分析 し,自 分な りの結論や意見

　を書くことができる。

□議論の論点と意見の根拠を明確に書くことができる。

□読み手に効果的に伝わる文を書くことができる。

□段落間のつなが りを明確にした文章を書くことができる。

□説明や描写が相手に効果的に伝わるように工夫しながら書くことができる。

□書く目的や書く相手に応 じて書くことができる。

□与えられたテーマについて,客 観的事実を踏まえながら,自 分な りの価値基

　準で分析 し,説 得力のある文章を書くことができる。
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表2　 短冊の作成(指 導要領解説が示す能カー覧)の 一部 「コミュニケーション英語1」

No.　 　 観点　　 技能　　　　　　　　　　 記　　　　　　　　 述　　　　　　　　　 ページ

　　 1理 解　 　 読む　 　 事実や意見などを多様な観点か ら考察する　 　　 　　 　 　　 　　 　 19

2 理解 聞 く 事実や意見などを多様な観点か ら考察する 19

3 表現 話す 論理の展開や表現の方法を工夫 しなが ら伝 える 19

4 表現 書 く 論理の展開や表現の方法を工夫 しなが ら伝 える 19

5 理解 読む 聞いた り読んだ りして得た事実や意見などを理解する 20

6 理解 聞 く 聞いた り読んだ りして得た事実や意見などを理解する 20

7 理解 読む 理解 したことを他の事実や意見もしくは 自分の意見と比較する 20

8 理解 聞 く 理解 したことを他の事実や意見もしくは 自分の意見と比較する 20

9 理解 読む 理解 したことを自分の知識や経験に基づいて分析する 20

10 理解 聞 く 理解 したことを自分の知識や経験に基づいて分析する 20

●　　　　●　　　　●　　　　●　　　　●

127 表現 書 く 考 えの流 れを明確 にす るために フローチ ャー トを利 用す る 23

128 表現 話す 学習した情報や考 えを伝 える 23

129 表現 書 く 学習した情報や考 えを伝 える 23

130 表現 話す 自分の考えや気持 ちを伝 える 23

131 表現 書 く 自分の考えや気持 ちを伝 える 23

132 理解 聞 く 聞 くこ とを通 して,こ れか ら話す ことや書 くことの材料 を入 手す る 23

133 理解 読む 聞 くこ とを通 して,こ れか ら話す ことや書 くことの材料 を入 手す る 23

134 表現 話す 最初 にメモを とってか ら発表 す る 23

135 表現 書 く あ る話題 について話 し合 いを してか ら,そ れについて文章 を書 く 23

表3　 短冊の分類(書 くこと)の 一部

　科 目　 N。　 観点　技能 　 　　 　　 　　 　　 　　 　記 　　 　　 　　 　　述

EE-l　 　 l29　 表 圭見　吾 く　 字習 した情報や考 え一を伝 え一る

EE-1 131 表現 書 く 自分の考えや気持ちを伝 える

EE-1 71 表現 書 く 記録を行 うために,適 した書き方を選択する

EE-1 111 理解 書 く 発表の仕方や発表のために必要な表現な どを学習する

EE-1 81 表現 書 く 分か りやすく描写する

EE-1 58 表現 書 く 相手の行動を促すための表現を身に付け,実 際に活用する

EC-1 13 表現 書 く 聞いた内容 について,賛 成や反対 な どの意見 を述べ る。

EE-1 56 表現 書 く 気持ちを伝 えるための表現を身に付け,実 際に活用する

EC-II 90 表現 書 く 誤解 を招 くよ うな表現の曖昧 さが ない よ うに書 く。

EC-III 119 表現 書 く 誤解 を招 くよ うな表現の曖昧 さが な く書 く。

EE-1 54 表現 書 く 情報を伝 えるための表現を身に付け,実 際に活用する

EE-1 79 表現 書 く 説明的な文章を書 く場合に,物 事の変化を正 しく読み手に伝える

EE-1 78 表現 書 く 説明的な文章を書 く場合に,物 事の様子を正 しく読み手に伝える

EC-II 100 表現 書 く どのような表現を用いれば相手に効果的に伝わるのか考えている。

EC-III 129 表現 書 く どのような表現を用いれば相手に効果的に伝わるのか考えている。

EC-III 117 表現 書 く 描写の表現を工夫 して相手に効果的に伝わるように書 く。

EE:英 語表現 　 　EC:コ ミュニケーシ ョン英語

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 一180一



表4　 仮Can-Doリ ス ト

規準
昔 　　　　ま五
ロ　　　　　ロロ 文章構成 論理展開

レベ ノレ

□読み手に効果的に伝わる文を書く □毅落間のつなが りを明確にした文 □書く目的や書く相手に応 じて書く

こ とが で き る。 章 を書 くこ とが で き る。 こ とが で き る。

□説明や描写が相手に効果的に伝わ □ 与 え られ た テ ー マ につ い て,客 観
Level　 3

るように工夫 しながら書くことが 的事実を基に,自 分なりの価値基

で き る。 準で分析し,説 得力のある文章を

書 く こ とが で き る。

□読み手に明確に伝わる文を書くこ □個々の文のつなが りを明確にして □ 与 え られ た テ ー マ につ い て,自 分

とが で き る。 段落を構成することができる。 の価値基準で分析 し,自 分なりの

Level　 2 結論や意見を書くことができる。

□議論の論点と意見の根拠を明確に

書 く こ とが で き る。

□読み手に概ね伝わる文を書くこと □主題に関連 した英文で構成 した, □事実について解説 したり,情 報を

が で き る。 内容的にまとま りのある文章を書 伝 え る こ とが で き る。

Level　 1 くこ とが で き る。 □情報の順序(時 系列など)を 変え

るなどして,読 み手に分かり易い

文 章 を 書 く こ とが で き る。

表5　 本研 究にお けるCan-Do記 述(書 くこと)

規準
≡≧　　　 圭五
ロ　　　　　ロロ 文章構成 論理展開

レベ ノレ

□読み手に効果的に伝わる文を書 く □段落問のつながりを明確 にした文 □書 く目的や書く相手に応 じて書 く

こ とが で き る。 章 を書 くこ とが で き る。 こ とが で き る。

□説明や描写が相手に効果的に伝わ □ 与 え られ た テ ー マ につ い て,客 観
Level　 3

るように工夫 しながら書くことが 的事実を基に,自 分なりの価値基

で き る。 準で分析 し,説 得力のある文章を

書 く こ とが で き る。

□読み手に明確に伝わる文を書 くこ □個々の文のつなが りを明確 にして □ 与 え られ た テ ー マ につ い て,自 分

とが で き る。 段落を構成することができる。 の価値基準で分析 し,自 分なりの

Level　 2 結論や意見を書 くことができる。

□議論の論点と意見の根拠を明確に

書 く こ とが で き る。

□読み手に概ね伝わる文を書 くこと □主題に関連 した英文で構成した, □事実について解説 したり,情 報を

が で き る。 内容的にまとまりのある文章を書 伝 え る こ とが で き る。

Level　 1 くこ とが で き る。 □情報の順序(時 系列など)を 変え

るなどして,読 み手に分かり易い

文 章 を書 く こ とが で き る。
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資料　試行テス ト問題

設問　次のテーマについてあなたの考えを100語 以上の英語で書きなさい。 コンマやピリオ ドは語数に含めません。

　　解答欄の(　 　 )に 語数を記入 しなさい。
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